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｢家そのものののなかがどれほど不潔で, 住み心地悪いかは, 想像だにできない｡ 家具に
はアイルランド人は慣れていない｡ ひとかたまりの藁と, 服として完全にだめになってしま
った, わずかばかりのぼろさえあれば, 寝床には十分なのである｡ ひと切れの材木, こわれ
た椅子, テーブルのかわりの古い箱, これ以上のものをアイルランド人は必要としない｡ １
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することは筆者には不可能であるし, その余裕もここではない｡ しかし, これまでのアイル
桃山学院大学総合研究所紀要 第32巻第１号30
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Office, 1954, 126.
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ランド移民の先行研究に関して簡単な方向性を見ておくと, そこには２つのアプローチが認
められる｡ すなわち, 一方で移民送出元であるアイルランドの人口学的, 経済学的, 社会学
的, 宗教学的アプローチ, 他方で移民受入れ国におけるアイルランド移民の人口学的, 社会
学的, 経済学的, 政治学的, 宗教学的アプローチがそれぞれ受入れ国単位で検討されてきた
ように思われる｡ これら２つのアプローチの研究を大まかに列挙すれば次のようになるだろ
う｡
前者のアプローチとして W. J. Smithによる ｢アイルランド移民, 17001920｣ 9) という論
文ではアイルランドからの移民数, アイルランド移民のプッシュ要因とプル要因, 移民と移
民先の宗教の関連性, 女性の移民, 輸送手段, 受け入れと居住, 統合と隔離, 移民と資本移
動, 移民と政治運動が項目として取り上げられており, そこではこれまでのアイルランド移
民の研究項目が整理されているのである｡ また D. Fitzpatrickによる 『18211921年における
アイルランド移民』10) は小冊子であるが, それは誰が, なぜどのようにアイルランドから移
住したのかがコンパクトにまとめられている｡ それ以外に D. Fitzpatrickによる 『新しいア
イルランド史, 第５巻』 に含まれた ｢移民, 180170｣11) の論文がある｡
さらに R. E. Kennedyによる 『アイルランド人 移住, 結婚, 出生率』12), S. H. Cousens
による ｢アイルランドにおける移住と人口変動｣13) と ｢アイルランドにおける人口変動の地
域的ヴァリエーション｣14) の論文, T. J. Hatton and J. F. Williamsonによる ｢飢饉のあと：ア





を取り上げた代表的な研究として, A. Redfordによる 『イングランドにおける労働移民,
18001850年』17), J. A. Jacksonによる 『ブリテンにおけるアイルランド人』18), R. Swift and S.
Gilley編の 『ブリテンにおけるアイルランド人, 18151939』19), W. J. Loweによる 『ヴィク
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トリア中期ランカシャーにおけるアイルランド人』20), D. B. Bainesによる 『成熟経済におけ
る移民』21), D. M. MacRaildによる 『文化, コンフリクト, 移住 ヴィクトリア時代のカン
ブリアにおけるアイルランド人』22) や 『現代ブリテンにおけるアイルランド移民』23), T. M.
Devine編集による 『19・20世紀におけるアイルランド移民とスコットランド社会』24), S.
Fielding による 『階級とエスニシティー イングランドにおけるアイルランドカトリッ
ク』25) などがあげられよう｡
またアメリカにおけるアイルランド移民をとりあげた代表的研究として K. Kenny編集に
よる 『アイルランド系アメリカ人の新しい方向』26), K. A. Millerによる 『移住と追放』27) と
『アイルランド移民』28), A. Schrierによる 『アイルランドとアメリカ移住』29), K. Kennyによ
る 『アメリカ系アイルランド人』30) などをあげることができる｡ またカナダにおける代表的
研究として C. J. Houston and W. J. Smythによる 『アイルランド移民とカナダでの居住』31),
D. H. Akensonによる 『オンタリオ州におけるアイルランド人 １つの農村史研究』32), B. S.
Elliottによる 『カナダにおけるアイルランド移民 新しいアプローチ』33) などがある｡
さらにアイルランド移民をあらゆる角度から捉えている P. O’Sullivan編集による 『アイ
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一番アイルランド移住者が多いといわれるセントギルズ (St. Giles), ホワイトチャペル
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民の家族規模は, 世帯主の年齢, 社会的, 経済的地位により変化がみとめられるものの, 移
民家族の平均規模は飢饉前のアイルランド家族よりは小規模であったと結論付けている｡
つぎに経済史のギナーン, モエリング, オグラーダ (T. W. Guinnane, C. M. Moehling and
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れている｡ しかし, 先稿で明らかにしたように同じ血縁, 親族, 地縁などの同じ民族的アイ
デンティティを持つ人々を世帯編成に内包させることは移民家族で一般的にみられるのであ
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46) Timothy W. Guinnane, Carolyn M. Moehling and Cormac Grada, op. cit. 35
47) 拙稿, ｢19～20世紀におけるアイルランドの家族変動｣, 『桃山学院大学社会学論集』, 372, 2004,
714. 2005年11月にアメリカのポートランドで開催された ｢社会科学史学会大会 (Social Science
History Association)｣ でリーズと直接話し会う機会があり, 大飢饉以降アイルランド家族が核家族か
ら直系家族へ変化したことを直接口頭で説明したが, 彼女は私の説に賛同してくれたようである｡
48) 家族戦略 (family strategy) という概念が最近よく使われるようになった｡ 家族戦略の概念は結婚
のタイミング, 何人の子供を持つか, 拡大親族との居住, 家の外で働くべき人は誰なのかというよう
な場合のように, 家族成員を家族のポジションにどのように配置するのかを決定する分析に有効であ
るといえる｡ David, Cheal, The One and the Many: Modernity and Postmodernity, in Graham Allan (ed.),
The Sociology of the Family, Blackwell, 1999, 68. 最初に家族史研究で家族戦略の概念を使ったのはアン
ダーソンであろう｡ Michael Anderson, Approaches to the History of Western Family 15001914, 1980.













ス個表にみられるように, 姓, 名前, 世帯主との関係, 結婚状況, 年齢, 性, 職業, 出生地,
身体状況, 登録地区, 教区, 住所 (市・町・村, ストリート, 家番号), 家の所有者名など
の項目が含まれている｡ エセックス大学アーカイブ部門はそれらの項目にもとづいて84の変
数を作成している51)｡ ここではとくに出生地 (アイルランド, スコットランド, イングラン
ドによる区分), 世帯主との関係, 結婚, 年齢, 性, ハメル・ラスレットによる世帯類型,
職業の変数が重要な変数になってくる｡ スコットランドの人口総数はセンサス報告書では
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51) Kevin and Matthew Woollard, National Sample from the 1881 Census of Great Britain 5%
Random Sample, Working documentation version 1.1, University of Essex, Historical Censuses and Social
Surveys Research Group, 2002.
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(出所) Ninth Decennial Census of the Population of Scotland, 1881, Vol. 1, 3031
な地域に居住していたのかを検討することにしよう｡ スコットランドの地方行政は複雑で
あり, 最近まで４回ぐらいの再編成が行われている｡ 1929年以前には33の州 (County
Councils), 201のタウン (Town Council), 869の教区 (Parish) があったのである｡ 1929～75
年までは, アバディーン, ダンディー, エディンバラ, グラスゴーの４都市は一層制の包括
的機能を持つ自治体であるとみなされ, それ以外の地域では二層制の体制がとられ, 教育,
社会福祉, 道路サービスを行う州と住宅, 環境衛生のサービスを行うバラ (市, Burghs)
とディストリクト (District Council) がおかれるという２層制へ変化する｡ 1975～96年まで
は９のリージョン (Regional Council) と53のディストリクトがあり, 1996年以降本土自治





口は約374万人であり, スコットランド出生者は91.5％, アイルランド出生者は5.9％, イン
グランド出生者は2.5％であることがわかる56)｡ スコットランドにおけるアイルランド出生
桃山学院大学総合研究所紀要 第32巻第１号38
54) 『英国における自治体構造改革, スコットランド地域での1996年自治体再編の報告 (第１部)』, 自
治体国際化協会, 2000, 表１.1, 20世紀におけるスコットランド自治体の構成を参照.
55) この時期州数は33であると思われるが, Orkneyと Shetlandを１つにみなしている統計もあり, 最
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1 .Shetland 0.0 0.8 0.1 0.8
2 .Orkney 0.0 0.9 0.2 0.9
3 .Caithness 0.0 1.1 0.3 1.1
4 .Sutherland 0.0 0.7 0.2 0.6
小計 0.0 3.5 0.8 3.4
北西地方
5 .Ross & Cromarty 0.1 2.3 0.6 2.2
6 .Inverness 0.2 2.6 1.2 2.4
小計 0.3 4.9 1.8 4.6
北東地方
7 .Nairn 0.0 0.3 0.1 0.3
8 .Elgin 0.1 1.3 0.6 1.2
9 .Banff 0.1 1.9 0.4 1.7
10.Aberdeen 0.4 7.8 3.6 7.2
11.Kincardine 0.0 1.0 0.4 0.9
小計 0.5 12.3 5.1 11.3
東部中央地方
12.Forfar 5.7 7.3 4.9 7.1
13.Perth 1.0 3.7 2.3 3.5
14.Fife 0.7 5.0 2.8 4.7
15.Kinross 0.0 0.2 0.1 0.2
16.Clackmannan 0.1 0.7 0.5 0.7
小計 7.5 16.9 10.6 16.2
西部中央地方
17.Stirling 2.2 3.1 1.9 3.0
18.Dumbarton 3.8 1.9 1.7 2.0
19.Argyll 0.6 2.2 1.1 2.1
20.Bute 0.3 0.5 0.3 0.5
小計 6.9 7.7 0.5 7.6
南西地方
21.Renfrew 13.9 5.5 5.3 6.0
22.Ayr 6.5 5.9 3.7 5.9
23.Lanark 52.5 23.0 31.6 25.0
小計 72.9 34.4 40.6 36.9
南東地方
24.Linlithgow 1.5 1.2 1.3 1.2
25.Edinburgh 6.7 9.9 19.7 10.0
26.Haddington 0.7 1.1 1.2 1.0
27.Berwick 0.2 1.0 2.4 1.0
28.Peebles 0.2 0.8 0.6 0.7
29.Selkirk 0.3 0.7 0.7 0.7
小計 9.6 14.7 25.9 14.6
南部地方
30.Roxburgh 0.4 1.5 3.3 1.5
31.Dumfries 0.3 1.8 3.3 1.7
32.Kirkcudbright 0.4 1.2 1.9 1.1
33.Wigtown 1.1 1.1 1.0 1.1
小計 2.2 0.8 9.5 5.4
計 217595 3324506 90676 3632777






72.9％の集中分布が顕著に認められる｡ それを州単位で見ればグラスゴー (Glasgow), ゴヴ
ァン (Govan) などの工業都市を含むラナーク州 (Lanark) に全体の過半数以上の52.5％が
集中しており, ペーズリー (Paisley) が含まれるレンフルー州 (Renfrew) の13.9％, エデ
ィンバラ州 (Edinburgh) の6.7％, エアー州 (Ayr) の6.5％, フォーファー州 (Forfar) の5.7
％, ダンバートン州 (Dumbarton) の3.8％という順序であり, それらの５州で83.4％を占め
ていることがわかる｡ ラナーク州の集中度をイングランドにおけるランカシャー州の38.5％
と比較しても58), それはラナーク州の居住集中度の高さを強く示しているのである｡ 逆に北














ンド出生者の場合, １世帯が１夫婦家族単位である割合が, 87.2％, ２夫婦家族単位が3.3
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表３．スコットランドにおける世帯主単位による出生地別世帯規模（1881年, ％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者
１人 4.4 7.4 4.8
２人 12.8 14.3 14.6
３人 14.2 15.2 16.0
４人 15.0 15.0 15.9
５人 14.4 13.5 14.3
６人 13.0 11.4 11.9
７人 10.1 8.7 8.7
８人 7.3 6.2 5.7
９人 4.4 3.7 3.5
10人以上 4.5 4.6 4.7
計 80662 649195 18853
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
表４．スコットランドにおける世帯主単位による出生地別夫婦家族規模
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者
２人 20.3 21.4 23.5
３人 17.5 18.0 19.1
４人 16.6 16.6 17.2
５人 14.6 14.1 14.4
６人 12.0 11.3 10.3
７人 8.5 8.1 7.1
８人 5.5 5.4 4.3
９人 3.0 2.8 2.2
10人以上 2.0 2.1 1.6
計 71840 528285 16309












ることができる｡ この特徴は女子でも同様になっている｡ すなわち, スコットランド出生者
の場合には子供は早い段階で離家し就業するか, あるいは結婚を選択する可能性があるのに
対して, アイルランド出生者の場合には, 晩婚化, 未婚化, 一生の独身化を選択し, 家族に
残留して家族形成をしていることが顕著に現れている｡ そしてそれが世帯規模や家族規模の
大規模化の原因であるといえよう｡ 19世紀末から20世紀初頭にはアイルランド送出元におい




61) Brenda Collins, 1991, 13.
表５．スコットランドにおける出生地別子供数（1881年：％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
０人 21.5 28.6 28.1 27.8
１人 17.6 17.2 18.1 17.3
２人 16.5 15.3 16.1 15.4
３人 14.5 12.6 13.5 12.8
４人 11.7 10.0 9.8 10.2
５人 8.3 7.2 6.5 7.3
６人 5.3 4.7 4.1 4.7
７人 2.9 2.5 2.1 2.5
８人 1.2 1.2 1.0 1.2
９人 0.4 0.4 0.4 0.4
10人以上 0.2 0.3 0.2 0.3
合計 80662 649195 18853 749710
(注）世帯主の出生地別による子供数である。実際にスコットランドで出生した場合でもアイル
ランドに含まれている。
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
② アイルランド移民の世帯類型
アイルランド移民の世帯類型を検討する前に, まずそれぞれの世帯主の平均年齢をみてお
くと, それはスコットランド出生者が一番高く47.3歳, アイルランド出生者が44.5歳, イン
グランド出生者が44.1歳をそれぞれ示している｡ それを年齢コーホートで示した表６をみれ














アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
19歳以下 0.1 0.3 0.3 0.3
2029 12.7 13.2 15.8 13.2
3039 24.0 22.3 27.3 22.6
4049 28.7 21.6 24.0 22.5
5059 19.3 18.4 16.1 18.5
6069 10.7 14.2 10.7 13.8
7079 3.3 7.7 4.5 7.1
8089 0.8 2.0 1.1 1.9
90歳以上 0.1 0.1 0.1 0.1
計 80858 650447 19282 750587
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
表７．スコットランドにおける世帯単位の世帯類型（出生者別, ％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
１．１人住まい 7.1 10.6 8.7 10.2
２．非家族世帯 3.1 6.8 3.8 6.2
３．単純家族世帯 73.8 64.9 70.3 66.0
４．拡大家族世帯 13.9 15.5 13.4 15.3
５．多核家族世帯 2.0 2.0 1.6 2.0
計 80977 650767 19302 751046
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile







く, 拡大家族世帯が13.9％, １人住まいが7.1％, 他方スコットランド出生者は単純家族世










世帯が12.3％, 多核家族世帯が2.4％, １人住まいが7.6％をそれぞれ示しているが, そこに
大差はまったく認められないのである63)｡
しかし表９は個人単位の世帯類型を示しているが, それは表８に ｢無関係の人々｣ を加え
た世帯分類である｡ この ｢無関係の人々｣ とはサーヴァント, 寄宿人, 間借り人, 一時的訪
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表８．スコットランドにおける個人単位の世帯類型（出生者別, ％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
１．１人住まい 3.3 3.4 2.6 2.5
２．非家族世帯 3.5 5.0 5.5 4.9
３．単純家族世帯 72.9 70.7 70.9 71.0
４．拡大家族世帯 16.7 18.7 17.8 18.6
５．多核家族世帯 3.4 3.1 3.3 3.1
計 174742 2967515 69410 3211667
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
表９．スコットランドにおける個人単位の世帯類型（出生者別, ％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
０．無関係の人々 17.6 9.8 18.3 10.5
１．１人住まい 2.7 2.1 2.0 2.2
２．非家族世帯 2.9 4.5 4.2 4.4
３．単純家族世帯 58.7 63.2 54.0 62.6
４．拡大家族世帯 13.5 16.8 13.6 16.5
５．多核家族世帯 2.7 2.7 2.4 2.7
計 217595 3324506 90676 3632777
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
問者などを含んでおり, かれらは世帯を形成していない人々である｡ それをみれば, アイル




アイルランド出生者の場合, 単純家族世帯で 3bの核家族が50.2％で一番多く, その割合は
スコットランド出生者の44.2％よりも多い｡ また 3dの子供のいる寡婦が少し多い (10.4％
と8.6％) 分布も認められる｡ そして拡大家族世帯では逆にスコットランド出生者の場合に










アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
１．１人住まい
1a 4.8 5.1 4.8 5.1
1b 2.3 5.5 3.9 5.1
２．非家族世帯
2a 1.3 3.2 1.8 2.9
2b 1.8 3.6 2.0 3.3
３．単純家族世帯
3a 9.4 8.3 12.1 8.6
3b 50.2 44.2 47.1 44.9
3c 3.2 2.9 2.4 2.9
3d 10.4 8.6 8.4 8.8
3e 0.6 0.9 0.3 0.8
４．拡大家族世帯
4a 2.6 3.0 2.9 3.0
4b 6.8 8.0 6.0 7.8
4c 3.6 3.6 3.9 3.6
4d 0.9 0.9 0.6 0.9
５．多核家族世帯
5a 0.4 0.4 0.4 0.4
5b 1.2 1.2 1.0 1.2
5c 0.0 0.0 0.0 0.0
5d 0.4 0.4 0.2 0.4
5e 0.0 0.0 0.0 0.0
計 80977 650767 19302 751046
(注）ハメル・ラスレットによる世帯区分, 1a. 寡夫・寡婦, 1b. 未婚者
2a. 同居する兄弟姉妹, 2b. 他の同居する親族,
3a. 子供のいない夫婦, 3b. 子供のいる夫婦, 3c. 子供のいる寡夫, 3d. 子供のいる寡婦, 3e. 子供
のいる１人母
4a. 上向的拡大, 4b. 下向的拡大, 4c. 水平的拡大, 4d. 4a-4c の結合
5a. 上向的副次単位を含む, 5b. 下向的副次単位を含む, 5c. 水平的副次単位を含む, 5d. 兄弟家族
5e. 5a-5d の結合
(出所）AHDA, Scotland 1881 Datafile
える続柄別世帯構成を示したのが表12である｡ これは同居親族集団の世帯主に対する関係別
構成と規模を100世帯単位で示した値である64)｡ それによるとスコットランドにおけるアイ










64) Richard Wall, The Household: Demographic and Economic Change in England, in R. Wall (ed.), Family
Forms in Historic Europe, Cambridge University Press, 1983, 500.
65) 拙稿, 2005, 17.
66) Integrated Public Use Microdata Series, IPUMS-2000, Volume1: User’s Guide, Page 1.1.13, Table 1. 4,
Frequency Table for Relative, Minnesota Population Center, University of Minnesotaから筆者が作成した｡
表11．スコットランドにおける個人単位の世帯類型
(アイルランド出生者・スコットランド出生者・イングランド出生者別, ％)
アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
１．１人住まい
1a 2.2 1.1 1.3 1.2
1b 1.1 1.3 1.3 1.3
２．非家族世帯
2a 1.3 1.7 1.2 1.6
2b 2.2 3.3 4.3 3.3
３．単純家族世帯
3a 8.1 3.7 6.8 4.0
3b 54.4 56.8 54.1 56.7
3c 2.3 2.5 2.0 2.5
3d 7.8 7.2 7.8 7.3
3e 0.3 0.5 0.2 0.5
４．拡大家族世帯
4a 3.8 3.9 3.6 3.9
4b 7.5 9.2 8.2 9.1
4c 4.3 4.4 4.8 4.4
4d 1.1 1.2 1.2 1.2
５．多核家族世帯
5a 0.8 0.6 0.7 0.6
5b 2.1 1.9 2.1 1.9
5c 0.1 0.0 0.1 0.0
5d 0.4 0.5 0.4 0.5
5e 0.0 0.1 0.0 0.1
計 174742 2967515 69410 3211667
(注）ハメル・ラスレットによる世帯区分, 1a. 寡夫・寡婦, 1b. 未婚者
2a. 同居する兄弟姉妹, 2b. 他の同居する親族,
3a. 子供のいない夫婦, 3b. 子供のいる夫婦, 3c. 子供のいる寡夫, 3d. 子供のいる寡婦, 3e. 子供
のいる１人母
4a. 上向的拡大, 4b. 下向的拡大, 4c. 水平的拡大, 4d. 4a-4c の結合
5a. 上向的副次単位を含む, 5b. 下向的副次単位を含む, 5c. 水平的副次単位を含む, 5d. 兄弟家族
5e. 5a-5d の結合





































父母 3.1 2.1 2.6 2.3 2.3
義理の父母 3.1 1.7 2.2 1.7 2.0
兄弟姉妹 4.0 5.4 4.2 9.0 5.0
義理の兄弟姉妹 1.7 2.0 1.6 2.3 2.8
義理の子供 0.8 1.4 1.2 1.1 1.6
オイ・メイ 1.5 5.0 1.2 5.8 11.0
孫 0.6 8.4 0.6 12.9 11.5
その他の親族 1.4 1.3 1.0 1.6 2.1
親族総数 16.2 27.3 14.1 36.7 38.3
一時的訪問者 3.8 4.8 2.9 4.3 11.7
寄宿人 24.2 11.5 21.2 11.7 24.5
間借り人 24.4 11.7 16.6 8.0 23.9
サーヴァント 11.6 21.8 4.7 24.0 20.1











ものあるが, それは先述の表12と関連性を強くもつ｡ それによると, アイルランド出生者の
場合, 寄宿人に関して１人が9.6％, ２人が5.0％, ３人が2.1％であるのに対してスコットラ





てきて, ダンディーに居住するオーエン・クラーク (世帯主) は1851年に妻 (デリー出身)
と同じアイルランドのキャヴァン出身の寄宿人である８人で世帯を形成していた｡ 彼は織布
工 (weaver) であったが, 寄宿人のうち４人が製粉工場の労働者, ２人が織布工, １人が
鉄道労働者, １人が無職という職業構成であった｡ それを世帯類型からみれば単純家族世帯
であった｡ しかし, 1861年には４人の拡大家族世帯に変化していた｡ つまり1851年に寄宿人
であった２人が妹と弟に世帯主との関係が変化して記載されており, それに娘が１人出生し
ていたのである｡ すでに他の６人の寄宿人は1861年の記載から消滅していたのであるが, そ
の中の寡婦 (50歳) は世帯主の母親だったと思われるのである｡ そこにはセンサス記載上の
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67) 拙稿, 2005, 17.
表13．スコットランドにおける出生地別寄宿人数, 一時的訪問者数, サーヴァント数 (1881年, ％)
寄宿人数 一時的訪問者数 サーヴァント数
1 2 3 1 2 3 1 2 3
０人 81.3 89.9 89.8 95.6 95.7 92.4 98.0 89.2 85.0
１人 9.6 6.7 6.5 3.0 3.2 4.8 1.5 6.4 8.2
２人 5.0 2.3 2.3 0.9 0.7 1.4 0.3 2.3 3.3
３人 2.1 0.7 0.7 0.2 0.2 0.5 0.1 1.0 1.5
４人 1.1 0.3 0.4 0.1 0.1 0.3 0.0 0.5 0.7
５人以上 0.8 0.2 0.2 0.0 0.0 0.3 0.0 0.4 1.2
(注）１＝アイルランド出生者, ２＝スコットランド出生者, ３＝イングランド・ウエールズ出生者
(出所) AHDS, Scotland, 1881 Datafile











る｡ 以下２％以上の職業をあげると鉄工業の6.0％, 炭鉱夫の5.9％, 農業労働者と家内サー
ヴァントの3.3％, 石工職の3.0％, 靴の製造・販売の2.5％, 造船業の2.3％, 鉄鉱石の鉱夫
の2.1％という順序になっている｡ つまりこれら９種類の職業により43％が占められている










漁業の2.3％, 大工職の2.5％, 石工職の2.1％という順序をしめし, ８種類の職業で28.4％占






68) Brenda E. A. Collins, Aspects of Irish Immigration into Two Scottish Towns during the Mid-Nineteenth
Century, Unpublished thesis, University of Edinburgh, 1978, 46.
69) Brenda Collins, Irish Emigration to Dundee and Paisley during the First Half of the Nineteenth Century,





コード 職業 アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
32 Schoolmaster 0.1 0.6 0.9 0.6
56 Domestic Indoor Servant 3.3 3.0 2.6 3.0
63 Charwomen 1.0 1.1 0.6 1.0
72 Commercial Clerk 0.2 0.8 1.3 0.8
81 Other Railway Officials and Servant 0.5 0.8 1.4 0.8
85 Carman, Carrier, Carter, Haulier 1.5 1.9 0.7 1.9
91 Seaman (Merchant Service) 0.4 0.8 1.7 0.8
95 Harbour, Dock, Wharf, Lighthouse Service 1.4 0.3 0.5 0.4
98 Messenger, Porter, Watchman 0.6 0.4 0.7 0.4
100 Farmer, Grazier 0.2 8.6 1.4 7.5
103 Agricurtural Labourer, Farm Servant, Cottager 3.3 5.9 1.4 5.5
104 Shepherd 0.0 0.9 0.4 0.8
112 Gardener (not domestic) 0.7 0.9 0.7 0.9
118 Gamekeeper 0.0 0.5 0.8 0.5
121 Fisherman 0.1 2.3 0.5 2.0
135 Fitter, Turner (Engine and Machine) 0.4 0.8 0.9 0.7
136 Boiler Maker 0.7 0.4 0.4 0.4
168 Carpenter, Joiner 0.7 2.5 1.3 2.3
169 Bricklayer 0.6 0.1 0.6 0.2
170 Mason 3.0 2.1 1.0 2.1
175 Painter, Glazier 0.4 0.7 0.7 0.6
177 Cabinet Maker 0.3 0.5 0.6 0.5
198 Ship, Boat, Barge Builder 2.3 0.5 0.7 0.7
208 Manufacturing Chemist 1.0 0.1 0.2 0.2
215 Lodging, Boarding House Keeper 0.5 0.6 0.6 0.6
222 Wine, Spirit-Merchant, Agent 0.5 0.8 0.8 0.7
225 Butcher, Meat Salesman 0.1 0.5 0.4 0.5
231 Baker 0.2 1.0 0.5 0.9
235 Suger Refiner 0.7 0.0 0.1 0.1
236 Grocer, Tea, Coffee, Chocolate Maker, Dealer 0.6 1.7 0.8 1.6
240 Woollen Cloth Manufacture 0.4 1.2 1.2 1.1
253 Cotton, Cotton Goods Manufacture 0.9 0.8 0.4 0.8
256 Flax, Linen-Manufacture, Dealer 0.6 0.9 0.2 0.8
262 Hemp, Jute, Cocoa Fibre Manufacture 1.1 0.4 0.2 0.5
269 Weaver (undefined) 0.5 0.4 0.2 0.4
270 Dyer, Printer, Scourer, Bleacher, Calenderer (undefined) 1.3 0.7 0.4 0.8
271 Factory Hand (textile, undefined) 0.5 0.6 0.4 0.6
275 Draper, Linen Draper, Mercer 0.1 0.5 0.5 0.5
282 Tailor 1.2 1.4 1.4 1.4
283 Milliner, Dressmaker, Staymaker 0.6 1.1 1.2 1.0
285 Shirt Maker, Seamstress 0.6 0.5 0.5 0.5
290 Shoe, Boot-Maker, Dealer 2.5 1.8 1.8 1.9
336 Coal Miner 5.9 3.0 2.4 3.3
337 Ironstone Miner 2.1 0.5 0.4 0.7
341 Miner, in other or undefined Minerals 0.8 0.3 0.1 0.3
344 Coal Marchant 0.5 0.2 0.2 0.3
347 Gas Works Service 0.6 0.2 0.2 0.2
348 Stone Quarrier 1.0 0.5 0.3 0.6
357 Brick, Tile-Maker, Burner, Dealer 0.7 0.2 0.2 0.2
363 Railway Labourer, Navvy 1.0 0.4 0.4 0.5
375 Iron Manufacture 6.0 1.7 3.8 2.2
377 Blacksmith 1.3 1.6 0.9 1.5
399 General Shopkeeper, Dealer 0.6 0.3 0.4 0.3
401 Costermonger, Huckster, Street Seller 1.1 0.2 0.4 0.3
404 General Labourer 14.9 4.0 3.0 5.1
405 Engine Driver, Stoker, Fireman (not railway, marine) 1.3 0.9 0.8 1.0
406 Artizan, Mechanic (undefined) 1.1 0.7 0.8 0.7
408 Factory Labourer (undefined) 1.5 0.6 0.6 0.7
合計 80977 650766 19302 751045
(注）全体の割合が0.3％以上である職業とアイルランド出生者の世帯主職業のなかで0.3％以上の職業を
リストした。
















それによると, 全体の職業の種類は14種類であるが, それは世帯主の 1/4 である｡ アイル
ランド出生者の場合, 家内サーヴァントが2.2％で一番多く, 以下１％台はなく, 婦人帽・
服・コルセット製造, 綿製品製造, リンネル・ジュート製造が見られる程度であり, 全体で
就業者の８％を占めるに過ぎない｡ 他方スコットランド出生者の場合, 就業割合はさらに低
く, 3.3％のみである｡ 世帯主が女性の場合には職業に家内サーヴァントが多くなっている






らない｡ しかしながら, 職業総数は54種類であり, そこには世帯主の就業構造と大きな相違
がないものとみられるのである｡ そこで内訳に立ち入ってみておくと, アイルランド出生者
の場合, 一般労働者が8.0％で一番多く, 鉄工業の6.0％, 炭鉱夫の5.0％, 造船業の2.4％,
機械熟練工の2.0％がそれぞれ２％以上の職業であり, それらは全体の23.4％を占める｡ そ
して１％以上では10種類あるが, それらには運送業, 運送・配送人, 大工, 石工, 染物工・
捺染工・漂白工, 靴製造, 鉄鉱夫, 缶製品製造, 工場労働者が含まれており, 13.2％を占め
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コード 職業 アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
72 Commercial Clerk 0.9 1.5 2.5 1.5
81 Other Railway Officials and Servant 0.4 0.3 0.4 0.3
85 Carman, Carrier, Carter, Haulier 1.3 0.5 0.3 0.6
91 Seaman (Merchant Service) 0.3 0.2 0.2 0.2
95 Harbour, Dock, Wharf, Lighthouse Service 0.5 0.0 0.0 0.1
98 Messenger, Porter, Watchman 1.6 1.0 1.7 1.0
100 Farmer’s, Grazier’s-Son, Grandson, Brother, Nephew 0.1 1.7 0.5 1.6
103 Agricurtural Labourer, Farm Servant, Cottager 1.3 1.8 1.0 1.8
112 Gardener (not domestic) 0.3 0.2 0.2 0.2
121 Fisherman 0.0 1.1 0.1 1.1
126 Printer 0.3 0.3 0.5 0.3
133 Engine, Machine Maker 0.5 0.2 0.4 0.2
135 Fitter, Turner (Engine and Machine) 0.7 0.4 0.7 0.4
136 Boiler Maker 0.6 0.1 0.4 0.2
168 Carpenter, Joiner 1.0 1.2 0.8 1.2
169 Bricklayer 0.3 0.1 0.1 0.1
170 Mason 1.5 0.8 0.4 0.8
172 Plasterer, Whitewasher 0.3 0.1 0.1 0.2
174 Plumber 0.3 0.3 0.4 0.3
175 Painter, Glazier 0.5 0.4 0.5 0.4
198 Ship, Boat, Barge Builder 2.4 0.3 0.7 0.3
208 Manufacturing Chemist 0.4 0.0 0.0 0.0
222 Wine, Spirit-Merchant, Agent 0.3 0.1 0.2 0.1
225 Butcher, Meat Salesman 0.2 0.3 0.2 0.3
231 Baker 0.6 0.5 0.4 0.5
235 Suger Refiner 0.6 0.0 0.0 0.0
236 Grocer, Tea, Coffee, Chocolate Maker, Dealer 0.5 0.7 0.6 0.7
240 Woollen Cloth Manufacture 0.2 0.4 0.5 0.4
256 Flax, Linen-Manufacture, Dealer 0.6 0.2 0.2 0.2
262 Hemp, Jute, Cocoa Fibre Manufacture 0.5 0.2 0.2 0.2
263 Rope, Twine, Cord-Maker, Dealer 0.3 0.1 0.1 0.1
270 Dyer, Printer, Scourer, Bleacher, Calenderer (undefined) 1.6 0.4 0.2 0.4
275 Draper, Linen Draper, Mercer 0.2 0.4 0.4 0.4
282 Tailor 0.7 0.7 0.8 0.7
290 Shoe, Boot-Maker, Dealer 1.1 0.5 0.4 0.5
311 Oil Miller, Oil Cake-Maker, Dealer 0.3 0.0 0.0 0.0
322 Sawyer 0.3 0.1 0.0 0.1
336 Coal Miner 5.0 2.1 1.9 2.1
337 Ironstone Miner 1.7 0.4 0.2 0.4
341 Miner, in other or undefined Minerals 0.6 0.2 0.1 0.2
348 Stone Quarrier 0.5 0.2 0.1 0.2
357 Brick, Tile-Maker, Burner, Dealer 0.6 0.1 0.1 0.1
363 Railway Labourer, Navvy 0.3 0.1 0.1 0.1
365 Earthenware, China, Porcelain, Manufacture 0.4 0.1 0.2 0.1
366 Glass Manufacture 0.4 0.1 0.5 0.1
375 Iron Manufacture 6.0 1.0 1.9 1.1
377 Blacksmith 1.1 0.6 0.5 0.6
386 Tin, Tin Plate, Tin Goods-Manufacture, Worker, Dealer 0.3 0.2 0.2 0.2
390 Brass, Bronze Manufacture. Brazier 0.3 0.2 0.2 0.2
394 Bolt, Nut, Rivet, Screw, Staple Maker 0.5 0.1 0.2 0.1
404 General Labourer 8.0 1.3 1.1 1.4
405 Engine Driver, Stoker, Fireman (not railway, marine) 0.6 0.2 0.2 0.2
406 Artizan, Mechanic (undefined) 2.0 0.7 1.0 0.7
408 Factory Labourer (undefined) 1.0 0.4 0.4 0.5
414 Persons returned by Property, Rank & c. and not special occupation 25.4 37.6 42.6 37.4
合計 18352 836905 14419 899676
(注）全体の割合が0.3％以上である職業とアイルランド出生者の息子の職業のなかで0.3％以上の職業を
リストした。
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
ている｡ したがって息子の就業構造に関して１％以上の職業が全体で36.6％であり, 世帯主













の配偶者より多く, 娘は家族戦略に参画しているものと予想させる｡ そこで, 内訳をみてお
くと, アイルランド出生者の場合, 綿・綿製品製造が一番多く5.8％を占め, 以下では家内
サーヴァントの5.4％, 一般労働者の4.0％, 婦人帽・服・コルセット製造の3.3％, 染色・捺
染・漂白などの作業の3.0％, リンネル・ジュート製造の2.4％, 織布工の2.3％, という順序
になっており, これら２％以上の職業で26.2％を占めている｡ それに１％台の職業が８種類






コード 職業 アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
56 Domestic Indoor Servant 2.2 0.9 0.9 1.0
63 Charwomen 0.4 0.1 0.3 0.2
103 Agricurtural Labourer, Farm Servant, Cottager 0.4 0.5 0.1 0.5
253 Cotton, Cotton Goods Manufacture 0.7 0.3 0.2 0.3
262 Hemp, Jute, Cocoa Fibre Manufacture 0.6 0.2 0.1 0.7
269 Weaver (undefined) 0.3 0.2 0.1 0.2
271 Factory Hand (textile, undefined) 0.3 0.2 0.1 0.2
282 Tailor 0.3 0.0 0.1 0.1
283 Milliner, Dressmaker, Staymaker 0.8 0.3 0.9 0.4
285 Shirt Maker, Seamstress 0.4 0.1 0.2 0.1
401 Costemonger, Huckster, Street Seller 0.3 0.1 0.2 0.1
404 General Labourer 0.3 0.1 0.0 0.1
406 Artizan, Mechanic (undefined) 0.3 0.1 0.1 0.4
408 Factory Labourer (undefined) 0.6 0.2 0.1 0.2
414 Persons returned by Property, Rank & c. and not special occupation 12.5 24.3 18.3 41.0
合計 48582 433570 14842 496994
(注）全体の割合が0.3％以上である職業とアイルランド出生者の配偶者の職業のなかで0.3％以上の職業
をリストした。
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
ンド出生者と比較すればアイルランド出生者の娘の就業率が高いものと判断される｡
スコットランド出生者の場合, 家内サーヴァントが5.2％で一番高く, つぎが婦人帽・服















コード 職業 アイルランド出生者 スコットランド出生者 イングランド出生者 合計
32 Shcoolmaster 0.5 0.6 0.8 0.6
56 Domestic Indoor Servant 5.4 5.2 3.2 5.1
63 Charwomen 0.6 0.2 0.2 0.2
98 Messenger, Porter, Watchman 0.3 0.2 0.4 0.2
103 Agricurtural Labourer, Farm Servant, Cottager 1.6 1.1 0.9 1.1
125 Bookbinder 0.5 0.2 0.3 0.2
232 Confectioner, Pastrycook 0.4 0.1 0.2 0.1
240 Woollen Cloth Manufacture 1.2 0.9 0.8 0.9
242 Worsted, Stuff, Manufacture 0.3 0.1 0.1 0.1
253 Cotton, Cotton Goods Manufacture 5.8 1.2 1.0 1.3
256 Flax, Linen-Manufacture, Dealer 1.7 1.1 0.6 1.1
260 Thread Manufacture, Dealer 1.0 0.3 0.2 0.3
262 Hemp, Jute, Cocoa Fibre Manufacture 2.4 0.7 0.7 0.7
263 Rope, TwineCord-Maker, Dealer 0.3 0.0 0.0 0.0
269 Weaver (undefined) 2.3 0.8 0.6 0.8
270 Dyer, Printer, Scourer, Bleacher, Calenderer (undefined) 3.0 0.5 0.4 0.6
271 Factory Hand (textile, undefined) 1.6 0.4 0.3 0.5
282 Tailor 0.8 0.2 0.3 0.2
283 Milliner, Dressmaker, Staymaker 3.3 2.8 4.1 2.9
285 Shirt Maker, Seamstress 1.5 0.3 0.4 0.3
290 Shoe, Boot-Maker, Dealer 0.3 0.1 0.2 0.1
328 Paper Manufacture 1.0 0.3 0.3 0.3
333 Paper Pox, Paper Bag Maker 0.3 0.1 0.1 0.1
357 Brick, Tile-Maker, Burner, Dealer 0.3 0.0 0.0 0.0
365 Earthenware, China, Porcelain, Manufacture 0.6 0.1 0.1 0.1
399 General Shopkeeper, Dealer 0.5 0.4 0.5 0.4
404 General Labourer 0.4 0.2 0.0 0.3
406 Artizan, Mechanic (undefined) 1.4 0.4 0.4 0.4
408 Factory Labourer (undefined) 4.4 1.4 1.0 1.4
409 Machinist, Machine Worker (undefined) 1.7 0.4 0.7 0.4
414 Persons returned by Property, Rank & c. and not special occupation 29.9 41.2 46.6 41.0
合計 16368 816616 14578 847562
(注）全体の割合が0.3％以上である職業とアイルランド出生者の娘の職業のなかで0.3％以上の職業をリ
ストした。
(出所）AHDS, Scotland 1881 Datafile
家族役割配置が明確に認められたのである｡ それはスコットランド出生者で農業を職業とし

















































[付記] 本研究を遂行するにあたって, いつもお世話になっている, ダブリン大学トリニティ・カ
レッジ, ルイ・カレン (Louis Cullen) 名誉教授, およびエセックス大学 AHDSのシューラー (Kevin,
) 教授とウラード (Matthew Woollard) 博士に深く感謝しておきたい｡ なお, 本稿は2004年
度桃山学院大学特定個人研究費助成による ｢欧米社会における家族構造の比較史的研究｣ の成果報告
である｡
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